




















の構築と展開の可能性」シンポジウム。2015年 1 月30日, 大阪市立大学梅田サテライトにて。(林)
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[共同研究：地域資料の保存・活用ネットワークの実践に関する研究]







大阪府・大阪市公文書館については, 本プロジェクト (および前身プロジェクト) や在阪
歴史学会において, 公文書館としての機能の充実を追求する立場からシンポジウムの開催や

























3) 島田克彦「大阪の公文書館問題を考える」『部落問題研究』第192号, 2010年 4 月｡ 島田克彦「大阪
における地域資料の保存と活用をめぐる現状と課題」『桃山学院大学総合研究所紀要』第38巻第 2号,
2013年 2 月｡ なお現段階では特定秘密保護法 (2014年12月施行) の下での公文書公開や情報公開が問
題となるが, 本論では取り扱うことができなかった｡ 『歴史評論』 第775号 (2014年11月) の特集およ












いる (注意点を含め後述) ものの,「所管担当名」は, 現行組織の名称となっている。この
点は, 大阪府公文書館の目録が, 文書の歴史的な作成主体の名称を採用しているのと対照的
である。







察してみよう。筆者は, 1897年 (明治30) に実施された大阪市による西成郡・東成郡のうち
28ヶ町村編入(一部は部分)について調査した際,「大阪市公文書検索｣で『接近町村ニ関スル
取調書類』と題する簿冊を発見した7)。検索結果として得られた情報は, この表題の他, ｢編
















明治27年 3 月24日付, 最新は明治29年 5 月22日付である。
歴史の中で組織や業務が再編され, 簿冊が引き継がれる過程で１冊に合綴されたと思われ
るが, 現代の調査者は検索結果からこの事実を認識することはできないだろう。調査者が検





















都市 (および農村) 社会史研究において, 都市社会を土地所有・利用という社会の基盤か
ら捉える上で欠かせない史料が土地台帳である。土地台帳は地租改正の過程でその原型が登























そのために土地台帳 (大阪法務局北出張所所蔵) の調査に取り組んだのである。筆者は, フィー
ルドとして設定した西成郡野田村字大野 (1897年大阪市北区に編入されて西野田大野町 2丁
目となる。現・福島区野田の一部。戦災を免れた一角に戦前以来の路地や古い木造長屋建築












8) 和泉市史編さん委員会編『和泉市史紀要第19集 和泉郡の条里』和泉市教育委員会, 2012年｡









































号, 2014年 5 月) および『歴史評論』(第778号, 2015年 2 月) の特集を参照。


































17) 例えば前掲*1大阪市大プロジェクトの一環として設計されたデータベース inspired は, 既存デー
タベースの統合 (現在は萬年社コレクションとエル・ライブラリー所蔵資料) の他に, 都市大阪に関
連するデータベースを外部から受け入れて統合することを構想している。http://www.lit.osaka-cu.ac.
jp/UCRC/inspired












































交渉をして, 公害政策を監視してきた。戦後民主主義で使える権利を駆使して, 司法, 行政,
政府や市民に訴えて社会を変革してきたのである。彼らは, 資料の重要性を熟知していたこ























21) 森脇君雄「資料館設立の思い」『全国大学史資料協議会西日本部会会報』No. 27, 89ページ｡
22) 除本理史, 林美帆編著『西淀川公害の40年』ミネルヴァ書房, 2013年。





者である原告, 弁護士, 証人として研究者や企業の担当者, 医者などが証言に立った。この
証人は原告側, 被告側双方からたてられており, どちら側の証人にも原告・被告双方から質




























24) 日本弁護士連合会編『ケースメソッド環境法』日本評論社, 2005年, 14ページ｡
判資料が果たしうる「公害を伝えること」ではない。
裁判記録は, 被害者と加害者の論点の違いや, 議論の内容, 和解に至る道筋, 残された課
題が記されている。このような論点が市民から注目されることはこれまでなかった。それゆ



















やすいかもしれないが, そのことを述べるために, いろいろな視点が入っていること, 切り
捨てられている情報があることが見過ごされている。













ても行政の大気汚染測定のデータをチェックし, 自らも測定を行い, 測定結果を分析し, 交
渉の材料を作り続けている27)。このような地道な公害反対運動の結果として大気汚染関係の
法律が整備され, 大規模な疫学調査が行われる成果を生み出している28)。市民は, 自らの生














(電力，鉄道等) の情報公開である。オーフス条約では, 行政の情報だけでなく, これらの
桃山学院大学総合研究所紀要 第41巻第２号30
一『原発のコスト エネルギー転換への視点』(岩波新書, 2011年) がある。また地球温暖化防止





が企画し, 1978年 5 月に第1回が行われた。その後, 5 ～ 6 年おきに 6 回行われている。同様の活動
が東京でも実施されている。





的知見が十分でない現状にかんがみ, 調査研究を早急に推進すること』 (附帯決議) とされたため,





35巻第 3 号, 2006年 1 月を参照。詳しくはグリーンアクセスプロジェクト web サイトを参照のこと。
http://greenaccess.law.osaka-u.ac.jp/aarhus
情報も公開が義務づけられているが, 日本では営業の秘密を理由に，企業の環境への排出情













































ルでは, 資料の所在を明らかにすること, 資料目録の作成と公開, 資料保存利用機関での実




(2015年 7 月 2 日受理)
桃山学院大学総合研究所紀要 第41巻第２号32
社会の中のアーカイブと研究者の責任 33
The scope of interest of this research is :
1. That researchers of humanity and social sciences in the broad sense share not only the re-
search results but also the documents which postulate the results, and establish a humanity and
social sciences society where researchers approximate the subject of research based on docu-
ments.
2. To pursue the possibility that not only researchers but citizens as well take part in intellectual
activities by accessing primary sources, investigating the truth about regional history, and sharing
experiences in the region including large-scale natural disasters and pollution cases.
To work especially on the second theme, it is the role as well as the responsibility of researchers
of humanity and social sciences to clarify the value of documents which society must share. This
study discusses these themes by considering the research history of urban society in modern
Osaka and industrial reconstruction in the pollution-damaged area in Nishiyodogawa as a case
study.
Key words : Regional Document, Historical Archives,




The Social Responsibility of Archivists and Researchers
─ The Goal of Conservation and Utilization of Regional Documents─
